
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
一
般
の
部

優

勝

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

準
優
勝

二
宮
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
壮
年
実
年
シ
ニ
ア
の
部

優

勝

揖
東
ク
ラ
ブ

準
優
勝

北
和
ク
ラ
ブ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

一
般
男
子
の
部

優

勝

竹
中
健
司

準
優
勝

宗
宮

徹

三

位

川
島
吉
司

一
般
女
子
の
部

優

勝

寺
園
眞
弓

準
優
勝

橋
本
な
を
子

三

位

富
永
ま
ゆ
み

シ
ニ
ア
男
子
の
部

優

勝

野
田
秋
義

準
優
勝

辻

秀
雄

三

位

寺
園
満
博

シ
ニ
ア
女
子
の
部

優

勝

野
田
明
美

準
優
勝

竹
中
智
子

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

富
田
敏
光

片
倉
久
一

伊
藤
貞
男

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ

準
優
勝

い
び
川

三

位

小
柳
Ｉ
Ｓ
Ｏ

公

正

卓
球
大
会

中
学
一
年
生
男
子
の
部

優

勝

樋
口
智
久
（
春
日
中
）

準
優
勝

所

尚
汰
（
春
日
中
）

三

位

山
本
拓
夢
（
久
瀬
中
）

平
野
崇
之
（
坂
内
中
）

中
学
二
年
生
男
子
の
部

優

勝

青
木
翔
太
（
春
日
中
）

準
優
勝

小
寺
成
紀
（
春
日
中
）

三

位

小
寺

建
（
春
日
中
）

藤
原
巧
稀
（
春
日
中
）

一
般
男
子
の
部

優

勝

近
藤
藤
也

準
優
勝

藤
井
正
英

三

位

渋
谷
基
司

伊
藤
健
太
郎

中
学
一
年
生
女
子
の
部

優

勝

野
原
里
恵
（
春
日
中
）

準
優
勝

高
橋
陽
美
（
坂
内
中
）

三

位

大
久
保
真
理
佳
（
春
日
中
）

中
学
二
年
生
女
子
の
部

優

勝

野
原
麻
美
（
春
日
中
）

準
優
勝

藤
原
奈
央
（
春
日
中
）

三

位

河
村

光
（
揖
斐
川
中
）

小
寺
ひ
か
り
（
春
日
中
）

一
般
女
子
の
部

優

勝

小
寺
千
加

準
優
勝

山
田
喜
美
代

三

位

森
本
か
お
り

宮
部
素
子

揖
斐
川
町
体
育
大
会
結
果（
敬
称
略
）

小
島
小
学
校
に
養
蜂
場
よ
り
図
書
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

山
田
養
蜂
場
で
は
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
「
み
つ
ば
ち
文
庫
」
と
し
て
各
地

の
学
校
な
ど
に
食
や
自
然
環
境
、
い
の
ち
の

つ
な
が
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
図
書
の
寄
贈
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

春
日
上
ヶ
流
の
佐
名
久
子
さ
ん
は
、「
み

つ
ば
ち
文
庫
」
に
応
募
さ
れ
、
今
年
は
、
地

域
で
礼
儀
正
し
く
あ
い
さ
つ
す
る
児
童
の
姿

に
心
を
打
た
れ
、
小
島
小
学
校
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

趣
味
活
動
サ
ー
ク
ル
の

登
録
申
請
に
つ
い
て

町
内
各
公
民
館
で
は
、
平
成
２０
年
度
に
利

用
さ
れ
る
各
種
団
体
サ
ー
ク
ル
の
登
録
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
団
体
の
代
表
者
は
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た

い
場
合
は
各
公
民
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
締
切
り平

成
２０
年
１
月
３１
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
２
２
―
１
１

２
０
）
ま
で

中
央
公
民
館
ま
つ
り
開
催
！

１
月
２６
日
�
・
２７
日
�
の
２
日
間
、
中
央

公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
を
中
心
に
活
動
を

し
て
い
る
自
主
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

当
日
は
、
各
種
団
体
の
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
に
加
え
、
料
理
教
室
に
よ
る
バ
ザ
ー
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
茶
の
お
手
前
の
披

露
な
ど
、
お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
！

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
作
品
展
示

日
時

１
月
２６
日
�
９
時
〜
１６
時

１
月
２７
日
�
９
時
〜
１５
時
３０
分

場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
全
館

■
芸
能
発
表

日
時

１
月
２７
日
�
１１
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
バ
ザ
ー
・
抹
茶
な
ど

日
時

１
月
２６
日
�
１０
時
３０
分
〜
１６
時

１
月
２７
日
�
９
時
〜
１５
時
３０
分

■
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時

１
月
２６
日
�
１４
時
３０
分
〜
１５
時
１０
分

１
月
２７
日
�
１４
時
〜
１４
時
４０
分

場
所

揖
斐
川
図
書
館

研
修
室

■
「
２
０
０
８
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

町
子
ど
も
会
育
成
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
１０
枚
の
ミ
ス
テ
リ
ー
写
真
を
手
に
、

中
央
公
民
館
の
中
を
探
検
し
、「
な
ぞ
」を

解
い
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。
キ
ミ
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
な
い
か
？
待
っ
て
る
よ
！

■
日
時

１
月
２７
日
�

受

付

１３
時
３０
分
〜
１５
時

ゲ
ー
ム

１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

※
今
回
は
、
午
後
か
ら
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）
ま
で
。

社
会
教
育
施
設
年
末
・
年
始

休
館
日
の
お
知
ら
せ

社
会
教
育
施
設
の
年
末
年
始
に
お
け
る
休

館
日
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

１２
月
２９
日
�
〜
１
月
３
日
�

○
揖
斐
川
図
書
館

１２
月
２８
日
�
〜
１
月
３
日
�

（
１２
月
２８
日
は
図
書
館
整
理
日
）

○
揖
斐
川
健
康
広
場

１２
月
２９
日
�
〜
１
月
３
日
�

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
１２
月
２８
日
�

は
１５
時
ま
で
、
１
月
４
日
�
は
、
１０
時
〜

１７
時
ま
で
開
場
致
し
ま
す
。

はやし み

昨年の『家族の一行詩』より
『お父さん』 中学２年 林 美すず

お父さんいつもお仕事遅くまでおつかれっ。家ではなかなか言えないけどありがとう。
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☆
北
方
公
民
館

《
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時

２
月
３
日
�

９
時
〜

■
場
所

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館

《
あ
い
さ
つ
運
動
》

■
日
時

１
月
８
日
�
〜
１５
日
�

■
場
所

各
地
区
児
童
集
合
場
所

☆
小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
＆
に
こ
に
こ
合
同
学
級
》

■
日
時

１
月
２２
日
�

９
時
〜

■
場
所

小
島
小
学
校
家
庭
科
室

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時

１
月
１２
・
１９
日
�

９
時
〜

■
場
所

小
島
公
民
館

公
民
館
活
動

成
人
式
を
地
元
で

迎
え
ま
せ
ん
か
？

１
月
１３
日
�
に
、
２０
歳
の
門
出
を
お

祝
い
す
る
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
、
成
人
式
の
対
象
に
な
る
人
は
、

昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

■
日
時

平
成
２０
年
１
月
１３
日
�

受
付

１２
時
３０
分
〜

開
式

１３
時
３０
分
〜

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
１９
年
１１
月
１６

日
現
在
で
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
、

又
は
平
成
１４
年
度
に
町
内
中
学
校
を
卒

業
さ
れ
た
人
を
対
象
に
成
人
式
の
案
内

状
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
次
に
該
当
す
る
人
で
、

揖
斐
川
町
の
成
人
式
出
席
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（
２
３
‐
０
１
１
５
）
ま
で

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
仕
事
や
学
校
な
ど
の
関
係
で
他
市
町

村
へ
住
民
票
を
移
し
て
い
る
人

○
平
成
１９
年
１１
月
１６
日
以
降
に
、
揖
斐

川
町
へ
転
入
さ
れ
た
人

学
校
だ
よ
り

久
瀬
小
学
校
は
、
「
か
し
こ
く
、
や
さ
し

く
、
ね
ば
り
づ
よ
く
」
を
目
標
に
、
日
々
の

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

一
、
か
し
こ
く

本
校
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
国
語
の
研
究

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
そ
の
成

果
を
町
内
の
先
生
方
に
見
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
て
い
ま
す
。

月
毎
に
テ
ー
マ

を
決
め
た
ス
ピ
ー

チ
タ
イ
ム
、
ス
ピ

ー
チ
メ
モ
を
使
っ

た
指
導
な
ど
、
話

す
力
、
聞
く
力
を

つ
け
よ
う
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
語
の
授
業
で
は
、
作
品
の
言
葉
や

文
を
書
き
抜
い
た
り
、
線
を
引
い
た
り
し
て
、

一
つ
一
つ
の
言
葉
や
文
を
大
切
に
し
た
指
導

を
進
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
言
葉

や
文
を
根
拠
に
し
な
が
ら
、
物
語
の
場
面
や

人
物
の
気
持
ち
を
豊
か
に
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
長
年
続
け

て
き
た
五
年
生
の
「
森
を
守
る
活
動
」
が
、

本
年
度
、
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
小
学

生
の
時
に
種
か
ら
苗
に
育
て
、
そ
れ
を
中
学

生
に
な
っ
て
か
ら
植
樹
し
ま
す
。
小
中
一
貫

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

二
、
や
さ
し
く

本
校
で
は
、
小
・
中
、
地
域
と
の
交
流
を

通
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
小
中

合
同
の
ク
ラ
ブ
活
動
（
瀬
音
学
級
）
や
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
活
動
（
地
域
瀬
音
学

級
）
を
進
め
て
い
ま
す
。
瀬
音
学
級
で
は
、

地
域
の
方
を
講
師
に
迎
え
、
小
、
中
学
生
が

一
緒
に
な
っ
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ち
ぎ
り
絵
、

尺
八
、
大
正
琴
、

手
芸
、
料
理
、
ふ

る
さ
と
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
瀬
音
は
、

地
域
公
民
館
と
共

同
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
一
回
目
は
、

う
ち
わ
や
フ
ク
ロ

ウ
の
壁
掛
け
な
ど
の
物
作
り
を
、
二
回
目
は
、

磯
辺
餅
、
キ
ツ
ネ
寿
司
、
す
い
と
ん
な
ど
の

郷
土
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す
る
中
で
、

自
然
に
あ
い
さ
つ
し
た
り
、進
ん
で
手
伝
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
ね
ば
り
づ
よ
く

学
級
遊
び
や
縦
割
り
遊
び
、
体
力
づ
く
り

な
ど
を
通
し
て
、
ね
ば
り
づ
よ
く
や
り
ぬ
く

子
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
冬
期
に
は
、

持
久
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

持
久
走
大
会
を
目
指
し
て
、
週
三
回
仲
良

し
タ
イ
ム
に
五
分
間
走
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
大
会
ま
で
に
は
、
各
学
年
三
回
の
試
走

も
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
走
っ
た

距
離
を
記
録
し
な
が
ら
、
去
年
よ
り
も
長
く
、

速
く
走
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お お た り な

昨年の『家族の一行詩』より
『母方の祖父へ』 中学２年 太田 吏奈

敬老の日にあげた手づくりのクッキー。「涙が出そう。」と言ってくれて本当に嬉しかったよ。

１
月
は
『
家
庭
の
日
』
普
及
実
践

強
調
月
間
で
す
。

毎
月
第
３
日
曜
日
を
『
家
庭
の
日
』
と
し
て
、

心
豊
か
で
明
る
く
、
自
立
し
た
青
少
年
を
育
む
、

開
か
れ
た
家
庭
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
『
家
庭
の
日
』
は
、
１
月
２０
日
�
で
す
。

中央公民館プチギャラリー
○徳山ダムは今
１月５日～１月１６日

○趣味の色紙展 鷲見邦隆
１月１８日～１月２４日

○中央公民館まつり
１月２５日～１月２７日

か
し
こ
く
・
や
さ
し
く
・
ね
ば
り
づ

よ
く

〜

久
瀬
小
学
校

〜

ふるさと瀬音（いかだ下りに挑戦）

国語の授業（話し合いの様子）
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１１
月
３
日
（
土
・
祝
）、
久
瀬
中
学
校
で

は
恒
例
の
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
瀬

中
学
校
の
文
化
祭
は
日
頃
の
文
化
的
活
動

（
瀬
音
学
級
で
の

大
正
琴
や
尺
八
な

ど
、
音
楽
・
美
術

作
品
の
展
示
）
を

交
流
す
る
場
で
す
。

そ
の
中
で
も
各

学
年
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
発
表
が
メ
イ

ン
で
す
。
毎
年
、

各
学
年
が
ど
ん
な

劇
を
演
じ
て
く
れ
る
の
か
学
校
だ
け
で
な
く

地
域
の
皆
さ
ん
も
が
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
演
題
は
一
年
生
が「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」、

二
年
生
が
「
大
林
兄
弟
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休

暇
」、三
年
生
が
「
謎

の
大
捜
査
線
」
で
し

た
。「学

校
生
活
」
で

の
出
来
事
を
等
身
大

の
中
学
生
の
心
の
悩

み
を
取
り
上
げ
、
素

直
に
言
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
演
じ
た
一

年
生
。
「
家
庭
生
活
」
を
舞
台
に
、
家
族
愛

や
自
分
た
ち
を
支
え
る
周
囲
の
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
時
に
コ
ミ
カ
ル
に
、
そ
し

て
最
後
は
さ
わ
や
か
に
演
じ
た
二
年
生
。「
社

会
生
活
」
を
舞
台
に
、
社
会
へ
の
痛
烈
な
批

判
と
演
技
の
す
ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ
を
教
え

て
く
れ
た
三
年
生
。
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学

年
が
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
劇
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
中
で

も
毎
年
特
に

注
目
さ
れ
る

の
が
三
年
生

の
劇
で
す
。

三
年
間
の
成

長
の
証
と
し

て
ど
ん
な
劇

を
演
じ
て
く

れ
る
の
か
、

下
級
生
や
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
意
味
で
三

年
生
の
劇
は
非
常
に
重
み
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
大
い
に
笑
わ
さ
れ
、
大
い
に
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。」
今
年
の
三
年
生
の
劇
は
脚
本
が

大
変
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
一
人
一
人
が
役

に
な
り
き
り
演
劇
の
醍
醐
味
を
大
い
に
味
わ

え
ま
し
た
。
観
衆
の
度
肝
を
抜
く
女
装
三
人

組
の
登
場
か
ら
始
ま
る
ド
タ
バ
タ
劇
、
観
衆

は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
と
と
も
に
笑
い
の
渦
。

し
か
し
、
さ
ん
ざ
ん
笑
わ
さ
れ
た
私
た
ち
観

衆
は
次
の
シ
ー
ン
で
大
ど
ん
で
ん
返
し
を
食

ら
い
ま
す
。
こ
の
ド
タ
バ
タ
劇
の
裏
で
「
重

要
法
案
が
通
さ
れ
た
」、「
報
道
さ
れ
た
こ
と

が
真
実
だ
！
」、民
衆
を
あ
ざ
む
き
、
痛
烈
に

批
判
す
る
こ
の
台
詞
（
せ
り
ふ
）
に
、
ど
き

り
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
の
三
年
生
は
ど
ん
な
劇
を
見
せ
て
く

れ
る
の
か
今
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

教
育
会
会
長
賞

杉
山

友
衣
（
久
瀬
小
）

教
育
会
会
長
賞

�
�

里
真
（
池
田
中
）

教
育
長
会
長
賞

坪
井

南
菜
（
養
基
小
）

教
育
長
会
長
賞

橋
場

円
香
（
揖
斐
川
中
）

教
研
セ
所
長
賞

小
林

稜
侑
（
揖
斐
小
）

教
研
セ
所
長
賞

西
村

元
希
（
中
小
）

教
育
委
会
長
賞

矢
野

智
仁
（
小
島
小
）

教
育
委
会
長
賞

小
森

千
帆
（
西
小
）

中
日
新
聞
社
賞

中
井
美
鶴
希
（
温
知
小
）

中
日
新
聞
社
賞

山
田

夏
生
（
大
野
中
）

岐
阜
新
聞
社
賞

高
橋

大
智
（
久
瀬
小
）

岐
阜
新
聞
社
賞

安
西

愛
美
（
揖
斐
川
中
）

特

別

賞

郡
体
育
協
会
主
催
に
よ
り
去
る
１２
月
２
日
、
池
田
山
麓
道
路
を
中
心

に
大
会
が
開
催
さ
れ
、
６０
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

一
般
男
子

①
池
中
Ｐ
亀
②
ア
ピ
☆
オ
パ
ッ
ピ
ー
③
２
０
０
７st－

george

一
般
女
子

①
ち
ゃ
り
ん
こ
倶
楽
部
②ayugirl

③
ア
ピ
☆
く
の
い
ち

中
学
生
男
子
①
池
田
中
駅
伝
Ａ
②
大
野
中
Ａ
③
揖
斐
川
町
中
Ａ
④
北
和
中
Ａ

⑤
揖
斐
川
中
Ｂ
⑥
久
瀬
中
Ａ

中
学
生
女
子
①
池
田
中
駅
伝
Ａ
②
揖
斐
川
町
中
Ａ
③
谷
汲
中
Ａ
④
大
野
中
Ａ
揖
斐
川
中
Ｂ

⑥
大
野
中
Ｃ

揖
斐
郡
教
育
研
究
総
会

郡
駅
伝
大
会

去
る
１１
月
２７
日
、
大
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
日
ご
ろ
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
共
に
取
り
組
ん

だ
成
果
を
交
流
し
合
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
の
浅
野
西
濃
教
育
事
務
所
長
・
地
元
の
県

会
議
員
・
各
町
教
育
長
・
郡
Ｐ
会
長
の
ご
臨
席
の
も
と
論
文
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

元
岐
阜
教
育
事
務
所
長
の
宮
脇
恭
顕
氏
よ
り
「
揖
斐
郡
教
育
の
課
題
と
展
望
」
と
い
う
演
題
で

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
秀
賞

阪
野
き
よ
み
（
谷
汲
中
）
梅
村
卓
司
（
小
島
小
）

安
江
秀
人
（
谷
汲
小
）
山
本
久
美
子
（
揖
斐
川
中
）

入

選

川
尻
美
奈

西
村
恵
美

野
原
健

高
畑
友
宏

安
田
奈
保
美

板
橋
利
佳

田
中
智
子

小
林
郁
夫

田
中
淳
子

中
川
し
げ
み

佳

作

３０
名

功
労
賞

水
野
豊

教
育
研
究
実
践
論
文
入
選
者

郡
図
工
美
術
作
品
展

去
る
１１
月
２２
日
に
各
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
児

童
生
徒
の
作
品
審
査
を
行
い
、
７
日
間
の
展
示

を
大
野
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
優
秀

賞
に
４８
名
が
選
ば
れ
、
特
別
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。

揖 斐 郡 教 育
研修センター �

一
人
一
人
が
主
役
だ
！

平
成
１９
年
度
久
瀬
中
学
校
文
化
祭

〜

久
瀬
中
学
校

〜
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
誰でも自由に参加できるマラソンです。
あなたも３ km・１０kmに参加し、いびがわマラソンに挑戦しませんか！
ファミリー部門には、ご家族一緒にご参加ください。

【主 催】 揖斐川町・揖斐川町教育委員会・揖斐川町体育協会
【後 援】 岐阜新聞・岐阜放送
【協 力】 揖斐警察署・揖斐川町体育指導員会
【協 賛】 大塚製薬（株）

【期 日】 平成２０年２月２４日�小雨決行
【場 所】 健康広場ビッグランドからスタート～ゴール
【概 要】 受 付 午前９時から９時３０分まで

受付場所 健康広場ピロティー
開 会 式 午前９時３０分から健康広場ビッグランド（雨天の場合はアリーナ）
スタート １０km……午前１０時００分

３ km……午前１０時１０分
※ 大会中止の場合は、午前７時３０分に音声告知放送で連絡します。

【部 門】 １部……１０km 一般男子（高校生以上）
２部……１０km 一般女子（高校生以上）
３部……３ km 一般男子（中学生以上）
４部……３ km 一般女子（中学生以上）
５部……３ km 小学生男子
６部……３ km 小学生女子
７部……３ km ファミリー

【参加資格】 ① 健康に自信がある人（各自の責任において事前に健康診断を受け、健康管理に十分注意して参加
してください。）
② 小・中学生は保護者の同意が必要です。（スポ少、部活動単位等の団体申込を除く）

【表 彰】 ・１～６部門は１０位まで表彰します。（７部ファミリーは完走証のみ）
・完走者には完走証をお渡しします。
・３年、５年連続出場者には、メダルをお渡しします。（当日完走証を持参した人のみ）

【申込方法】 下記の申込書に必要事項を記入の上、健康広場（℡２１―３１００）もしくは中央公民館（℡２３―０１１５）また
は各振興事務所へ提出してください。（健康広場：〒５０１―０６０３揖斐川町上南方８５３―４９）

【申込期限】 平成２０年２月１５日�（当日申込受付も行いますが、なるだけ事前にお願いします。）
【そ の 他】 ① 主催者は競技中の事故について、応急処置を除き一切の責任は負いません。

② 大会運営に関しては、関係役員の指示に従ってください。
③ 大会当日のお問合せは、午前８時００分以降に健康広場（℡０５８５―２１―３１００）までお尋ねください。

…………………………………………………………………………………… きりとり ……………………………………………………………………………………

第２１回 IBIGAWAフリーマラソン参加申込書

部

部

部

部

私はIBIGAWAフリーマラソンの開催中、私の責任による事故は、自己の責任において処理し、主催者に責任を問わないことを誓約
し、上記のとおり申込いたします。
（小・中学生の個人申込の方は保護者の同意が必要です。） 保護者 氏名 �

部
門

部
門

部
門

部
門

電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

住
所

住
所

住
所

住
所

歳

歳

歳

歳

年
齢

年
齢

年
齢

年
齢

男・女

男・女

男・女

男・女

性
別

性
別

性
別

性
別

氏
名

氏
名

氏
名

氏
名
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◆ 大会当日は駐車場が大変混雑しますので、なるべく乗り合わせてご来場ください。
◆ 降雪・積雪等で大会中止となる場合がありますので、ご了承ください。
◆ 開催・中止のお問い合わせは、揖斐川健康広場（℡ ０５８５―２１―３１００）へ 午前８時以降にお尋ね下さい。

走行順序

�→�→�→�→�→�→�→	→
→
�→�→
→�→�→�→�→�→�→
�→
→�→�→
→�→�→�→�

走行順序

�→�→�→�→�→�→�→	→
→
�→�→�→�
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いいびびががわわママララソソンン情情報報！！
走走るる人人にに感感動動ししままししたた！！
いびがわマラソンを支えて下さるのはボランティアそして、大応援団のみなさんです。マラソンにボランティア

として、また応援で参加した小中学生のみなさんから、ランナーへの手紙が届きました。一生懸命頑張る姿は、子
どもたちに何かを伝えたようです。いただいた感想や絵は、ランナーのみなさんに伝えていきたいと思います。大
会にご協力いただいた皆さんありがとうございました。他にもホームページで紹介しておりますので、ご覧ください。

ランナーのみなさん、おつかれさま
でした。楽しい服そうをした皆さん、
ゴールはできましたか？私たちも、
一生けん命おうえんしました。私は
おおぜいの人にハイタッチをしても
らいました。うれしかったです。また、
来年も会えるといいですね。 久瀬小３年女子

６３８番はお父さんでした。お父さんは１番ではなかった
です。でもお父さんは８２７位でした。とちゅうでの小学
生のおうえんで走るエネルギーをもらって最後まではし
りきることができたそうです。「じゅんいはかんけいな
い」といっていました。 揖斐小３年男子

お年よりの方やわかい方、みんな頑
張って走ってすごいと思いました。
もう７０歳くらいの人も元気よく走っ
ていて、体は大じょうぶなのかな？
と思いました。これからもがんばっ
てください。 春日小３年女子

私は、ランナーのみなさんをおうえ
んする理由があります。それは、ラ
ンナーのみなさんががんばっている
姿を見ると、がんばってほしくなる
からです。それに「ありがとう」と
言ってくれた人もいたけれど、「あ
りがとう」というのは私たちです。 北方小３年女子

私は夏に早くも走っている人を見ました。私はそんな人
を見て、この人達は本当に走ることが好きな人なんだな
と思い、大声でランナーのみなさんに「がんばれ～」と
言いました。そしたら「ありがとう」など言葉をかえし
てくれる人が一部いました。私は、その時うれしかった
です。また、来年も出るなら頑張ってください。

大和小４年女子

水を取る時に、「ありがとう」と言っ
てくださいました。私は、その一言で
手に水がかかって冷たくてもどうでも
いいと思いました。ひたすら「がんば
れ」と思いました。ありがとうという
言葉には、不思議な力があると思いま
した。 春日中２年女子

マラソンおつかれさまでした。
７５０５名のみなさん、すごかったです。
かんどうしました。えらくても走り
ながら、みんなにタッチしてくださ
ったり、マリオやサンタクロース、
トナカイのみなさんのタッチしてく
れたえらさやあせは、ぜったいわすれません。
ほんとうにおつかれさまでした。 清水小３年男子

私は、いびがわマラソンのランナーの人たちは、みんな
すごいと思いました。長い道のりを止まったり、歩いた
りしながら走っているからです。走りきれなかった人も
いるだろうけど、その人も、自分の力の限り、走り続けた
ことで、自分のゴールまでたどり着けたと思います。応
援をしていると、ハイタッチをしながら「ありがとう」
と私達に言ってくれる人たちがいました。そんなとき、
こちらからも「ありがとう」と言いたくなりました。ラン
ナーのみなさん、ありがとうございました。谷汲中１年女子

肌寒い中、たくさんの汗をかいて頑張っている皆さんの
姿は、まぶしかったです。そんなみなさんを見ていたら
「応援しよう」というよりは、「応援したい」と思えま
した。私の励ましの曲の一つである「負けないで」を友
達とみんなで歌ったら、たくさんのランナーの方が笑顔
になってくれて私も思わず、笑顔になりました。みなさ
んのつらくても苦しくても、あきらめないかっこいい顔
を見て、元気になりました。受験勉強頑張ります。

北和中３年女子

２００７いびがわマラソンは、岐阜県からの補助をうけています

２０回連続ボランティアの皆さんを表彰
いびがわマラソンに、２０年連続でボランティアとしてご尽
力いただいた１１名のみなさんがボランティア説明会で表彰さ
れました。いびがわマラソンは、ボランティアのみなさんの
温かい心と力強い支えで成り立っています。心より、感謝い
たします。
【表彰された２０年連続ボランティアのみなさん】

あお き のぶ よし あら い まさ かず い とう まさ お え び よし あき

青木信嘉さん 荒井正和さん 伊藤正男さん 衣斐義明さん
すぎ やま まさ しろ そう みや しず お たか はし くに こ たち かわ とき お

杉山正城さん 宗宮賤夫さん 高橋邦子さん 立川時雄さん
もり もと せつ こ やま ざき よし あき やま もと かな もり

森本節子さん 山�良明さん 山本金守さん

清水小５年女子揖斐小１年女子

IBIGAWA 2008 January13


	いびがわ1月号-08
	いびがわ1月号-09
	いびがわ1月号-10
	いびがわ1月号-11
	いびがわ1月号-12
	いびがわ1月号-13

